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学 　校　 関　 係　 者　 評　 価

実 施 日　令和８年２月６日

番号 評価項目 具体的方策 達成度 次年度への課題と改善策 学校関係者からの意見・要望・評価等

学習意欲の向上と基
礎学力の定着

①学習状況の振り返りを定期的に行い、家庭学
習の把握と計画的な課題の配信を進める。
②生徒の将来像を明確にし、進路実現に向けた
計画を作成させる。
③学習コンテンツを効果的に活用しながら隙間
時間を有効活用させる。

A

①アンケートから家庭学習の時間を確保するために、
生徒自身が自ら学習に取り組めるように組織的に支援
していく必要がある。
②将来の生徒像、身に付けさせたい力について、研修
会やワークショップに取り組む。
③教科の特性に応じて効果的な学習コンテンツを積極
的に取り入れていく。

・平時の家庭学習時間を延ばすための工夫として、ICTな
どを活用してはどうか。
・家庭学習について、学習計画の指導など、学校からの支
援が子供には効果的なので継続してほしい。
・生徒が落ち着いて授業を受けられている。生徒同士がｺ
ﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを取りながら集中して学習していて良かった。今
後も継続してほしい。

ICT端末の活用と授
業力の向上

①ICT支援員を活用した簡易支援制度を充実さ
せ、教職員のＩＣＴスキル向上させる。
②課題配信のＩＣＴ化を進め、学校全体で情報
を共有するシステムを構築する。
③ＩＣＴ端末を活用した学習環境を整備し、生
徒の学習意欲を向上させる。

A

①教職員がこれまで以上にスムーズにＩＣＴを活用で
きるようにＩＣＴ支援員との連携と情報共有、課題の
洗い出し等を組織的に行う必要がある。
②ＩＣＴを活用した課題配信を行うことにより、教職
員の負担軽減とDX化を進めてく。
③ＩＣＴに頼りすぎず、紙とデジタルを融合させたハ
イブリットな教育活動を推進し、生徒の学習意欲を向
上させていく。

・ICT支援員がいることで、先生方のｽｷﾙが上がることを期
待している。
・ICT研修会はとても良い取組なので継続してほしい。
・生成AIについては、社会情勢を見ながら取り入れてほし
い。保護者も知らないことがあるので、子供と一緒に学べ
るといいのではないか。
・授業でICTを多く使用しているようだが、紙の良さも活
かしながら授業改善をしてほしい。

2
進路実現に向けた生
徒の意識改革

①細分化した担当分野の業務内容を見える化す
るとともに、新たな取組への企画・立案を進め
る。
②資格検定の取得のための取組を企画する。
③進路自習室の整備し、学集環境を充実させ
る。
④「Classi」の活用検証を行う。
⑤他の学習コンテンツとの比較・検討に取り組
む。
⑥遅刻者数の減少に向けた取組を全職員で行
う。

B

①進路多様校ではあるが、大学進学者が増えてきてい
る。年内入試に特化した指導体制について検討する必
要がある。
②検定の周知の方法や進路との関係性について検証
し、修正していく必要がある。
③進路自習室を充実させるために予算を確認しながら
必要な物品を購入する。
④令和８年度、生徒がスムーズに生成ＡＩを活用でき
るように教職員が知識と技能を身に付ける必要があ
る。
⑤遅刻指導は事後指導が主であるため、家庭の理解と
協力なしに進めることは非常に難しい。生徒一人ひと
りへの遅刻に対する意識の醸成と家庭からの協力を得
ることが課題である。

・進路決定は高校の責務だと考えているので、生徒が自ら
の意思で進路決定をできるようにｻﾎﾟｰﾄをしてほしい。
・四年生大学希望者が50％以上になってきたことから、今
後の学校の方向性を考える必要がある。また、中学生にど
う示すかが生徒募集に直結するため、早めの検討が必要だ
と思う。
・最近、年内入試が主になっているので、総合型選抜で上
位大学等を目指せるように指導したらどうか。
・遅刻を減らすにはどうしたらよいか、具体的な方法を学
校として考えてほしい。生徒にゆだねる部分があってもい
いのではないか。
・遅刻は進路実現に直結することを今以上に生徒に浸透さ
せ、進路に対する意識を高めてほしい。
・社会に出ると時間が守れることはとても重要なので、準
備する時間を十分に確保することを意識させてほしい。
・遅刻については家庭の協力が重要だと思うので、保護者
の協力を得てほしい。

生徒理解の観点での
個別指導の定着

①教職員に、いじめの認知に関する共通認識を
持たせる。
②学校内の複数の教職員で行うチーム支援の体
制づくりを行う。
③学校独自のスクールカウンセラー等を活用
し、早期発見・早期対応を実践する。

A

①教職員間の情報共有と学年を超えた連携を深め、い
じめのない学校づくりを目指す。
①生徒、保護者のいじめの認知に関する理解が深まる
ように情報発信をしていきたい。
②学年によるチーム、学年を超えたチームを意識しな
がら生徒の個に対応するため、チーム支援の体制を構
築する必要がある。
③継続してアンケートを実施していく。

・広義のいじめの定義を全職員が認識して、いじめの認知
をしながらいじめのない学校づくりを組織的に進めてほし
い。
・いじめ問題対策委員会やｹｰｽ会議など、個々の事案に対
して丁寧に対応しているので安心した。
・いじめｱﾝｹｰﾄや学校生活ｱﾝｹｰﾄの結果を分析し、今後の学
校運営に役立ててほしい。
・自転車通学者のﾍﾙﾒｯﾄ着用について、学校として着用を
進める方策として、生徒会を中心に生徒へ働きかけること
を検討してほしい。

教育相談体制の拡充

①多様な生徒に対応するため、学校内での教育
相談体制を構築する。
②心身の健康問題や発達特性、家庭環境等、
様々な視点で生徒を捉え、包括的な生徒支援を
行う。

A

①担任による二者面談を継続していく。部活動顧問に
よる生徒面談を検討する。
①スクールカウンセラーや特別支援コーディネーター
を中心により一層、教育相談体制を充実させたい。
②生徒を一面で捉えるのではなく、多面的に捉えられ
るようにスクールカウンセラーによる研修会を実施す
る。

・生徒が保護者よりも年齢の近い先生からの話を聞いても
らっていてありがたい。継続してほしい。
・特別支援ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰを中心に生徒一人一人に寄り添って
いてとても良い。
・教育相談体制ができているようなので、より充実させな
がら来年度も継続してほしい。
・ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰの研修会で、生徒の実態に合った内容を取り
入れてほしい。

PTA活動の新たな体
制づくり

①ＰＴＡ活動のスクラップ＆ビルドを進め、新
たな活動計画を構築する。
②さくら連絡網の機能を最大限に活用できるよ
うに工夫する。
③生徒の主体的な取組として、広報活動に参加
させる。

B

①生徒対象の講演会などをさくら連絡網で保護者に知
らせ、来校できる機会を新たに創出していきたい。
②保護者宛の通知だけでなく、様々な通信を配信す
る。次年度は図書館通信を保護者に配信する予定であ
る。
③生徒が自ら学校説明会や志木高校の情報発信に参加
できるようにする。

・学校行事への参加方法について、新たなﾁｬﾚﾝｼﾞをしたこ
とは興味深い。理事が不足しているようなので理事を選出
する必要がる。新たなPTAの形を模索してほしい。
・PTA、保護者の協力を得ながら学校行事等、様々な内容
を進めてほしい。
・多くの生徒がﾎﾞﾗﾝﾃｨｱに参加していて良かった。学校説
明会を通じて、生徒が自らの考えを発信することができて
いる。

広報に関する企画・
立案の拡充

①他校の実施状況を分析し、ニーズの高い企画
を実践する。
②外部メディアやSNS等を積極的に活用し、効
果的に教育活動を配信する。

A

①生徒と教職員が一緒に学校の様子を説明することや
生徒が中心になって学校の様子を説明することを学校
説明会で継続していく。
②広報に必要なグッズを整え、さらに本校が広く認知
されるようにする。

・広報活動はとても大事である。生徒の姿が見える学校説
明会等はとても良い。生徒の活躍の場がある広報活動をし
てほしい。
・地域の中でも高い倍率を維持している。志木高校の良さ
を広く伝えてほしい。
・学校ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞは多くの中学生や保護者が見ている。学校
の様子がわかるように更新をしてほしい。特に情報が古い
部活動等は是非、新しい内容に更新してほしい。

年　度 評 価（１２月１日 現在 ）

現状と課題

年　　　　　　度　　　　　　目　　　　　　標

学　　　　　　　校　　　　　　　自　　　　　　　己　　　　　　　評　　　　　　　価

①中学生やその保護者が満足できるよう
な企画を計画することができたか。
②本校の魅力を広く周知し、入学したい
学校として認知されたか。

令和７年度　学 校 自 己 評 価 シ ス テ ム シ ー ト （ 県 立 志 木 高 等 学 校 ）
目指す学校像 志木高スピリット（立志・言志・続志）の下、高い志を持ち、自分の夢を実現できる学校

重　点　目　標

１　学習習慣の確立と授業改善により、主体的な学びを推進し、学力を向上させる。
２　志木高スピリットを醸成させ、夢の実現に向けたセルフマネジメント力を身につけさせる。
３　安心・安全な学校生活を保障し、学校生活に誇りと自信を持たせる。
４　地域とともに歩む、魅力ある高校づくりを推進する。

ほぼ達成(８割以上)

概ね達成(６割以上)

評価項目の達成状況

①学校説明会のアンケート結果から、中学生やその保護者は説明
会の内容に満足している。生徒による質問コーナーやパネルディ
スカッションなど、新たな取組も好評だった。
②動画による学校紹介や学校ホームページを積極的に更新し本校
の活動を広く周知することができた。本校の魅力が伝わるように
学校案内も工夫し、チラシ等も作成した。

方策の評価指標

①ＩＣＴ支援員が教員の校務用パソコン等の整備をしている。支
援体制は構築できつつある。
②定期考査前の朝学習の課題配信や平常授業時の課題配信を行っ
ている。
③生徒の学習意欲を向上させるようにクイズ形式のソフトや
Googleスライドを活用した課題提出などに取り組んでいる。

　※　重点目標は３つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目（年度達成目標を意味する。）は複数設定可。
　※　番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、方策の評価指標」を設定。

①ＩＣＴ支援員を活用した簡易支援制度
が構築できたか。
②課題配信のＩＣＴ化により、情報を共
有するシステムを構築できたか。
③生徒の学習意欲を向上させることがで
きたか。

【現状】
○四年制大学等の進学実績は大幅に上
がっている。
○進路決定に動き出すのが遅い生徒が一
定数いる。
〇遅刻者数が多い
【課題】
○進学先の決定や受験方法について、最
新情報の提供も含めてきめ細かい指導が
必要である。
○スタディサポートや学習コンテンツを
活用して、生徒の意識改革を早期から行
う必要がある。
〇遅刻者数を減少させ、タイムマネジメ
ント力を向上させる必要がある。

①業務内容を明確化したうえで、新たな
取組への企画・立案ができたか。
②資格検定の取得のための取組を企画す
ることができたか。
③進路自習室の環境を充実させることが
できたか。
④「Classi」の活用アンケート結果を分
析し、総括することができたか。
⑤他の学習コンテンツの活用について、
検討することができたか。
⑥遅刻者数が昨年度よりも減少したか。

　　出席者　学校関係者　　　４　名
　　　　　　生徒　　　　　　３　名
　　　　　　事務局(教職員)　９　名

不十分(４割未満)

達
成
度

※学校関係者評価実施日とは、最終回の学校評価懇話
会を開催し、学校自己評価を踏まえて評価を受けた日
とする。

変化の兆し(４割以上)
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【現状】
○平日の家庭学習時間が少なく、学習習
慣が確立されていない生徒が多い。
○ＩＣＴ支援員を活用した教職員研修会
を実施するなど、授業力の向上という点
で成果が出ている。

【課題】
○家庭学習の必要でを理解させるととも
に、具体的な学習方法を示す。
○重点授業公開をさらに充実させ、教員
の授業力を向上させる。
○ＩＣＴ活用に対するサポート体制を充
実させ、学校全体のＩＣＴスキルのレベ
ルを向上させる。

①アンケート結果から家庭学習時間の増
加が確認できたか。
②進路実現に向けた計画が作成できた
か。
③学習コンテンツを効果的に活用できた
か。

①保護者、生徒アンケートを12/11から12/17で実施する予定であ
る。
②生徒の将来像を職員で共有する研修会（2回）を実施し、将来像
について意見交換した。
③各教科で有効性の高いコンテンツを活用できている。

①各分掌で業務内容を見直し、小論文指導や面接指導、長期休業
中の補習等を明確にした。また、推薦会議の方法について改善
し、調査書の作成手順や起案方法について整理した。
②英語技能検定、漢字検定について取得に向けて全校生徒に周知
し希望者を募った。英語検定は毎回実施できたが、漢字検定はで
きなかった。
③進路自習室は活用できている。環境を充実させるために必要な
物品等を整備していく必要がある。
④職員、生徒の生成ＡＩの活用について検討している。ＩＣＴ支
援員を講師として生成AIの活用について９月に職員研修会を実施
した。
⑤検討は行ったが、来年度に向けて継続検討とした。
⑥１日の遅刻者平均23.1人（10月末現在）で増加傾向にある。遅
刻指導は生徒支援部を中心に組織的に実施している。

①新たな活動計画を構築することができ
たか。
②さくら連絡網の機能を最大限に活用し
情報発信ができたか。
③生徒ボランティアを活用した取組がで
きたか。

①学校評価懇話会や文化祭等の学校行事だけでなく、生徒の講演
会にも保護者が参加できるような仕組みを構築した。
②さくら連絡網を活用して学年通信やクラス通信をデータで送信
した。また、事務室からも適宜、保護者に情報発信している。
③生徒ボランティア101人（1月末）が学校説明会やコスモスの植
栽等で活躍した。

【現状】
〇PTA活動の在り方が見直されるように
なり、参加の仕方も多様化してきてい
る。
〇中学生やその保護者の広報への期待は
大きく、本校の活動への興味関心が高
まっている。

【課題】
○ＰＴＡ活動の精選を行い、保護者の負
担軽減を進めることが重要である。
○中学生やその保護者のニーズを正確に
把握し、丁寧できめ細かい情報発信を進
める必要がある。

3

【現状】
○家庭環境、能力・適性、興味・関心等
が多様化しており、心理や人間関係が複
雑化している。
○対人関係や集団生活に不安を持つ生徒
が増えており、不登校となってしまう生
徒が一定数いる現状がある。

【課題】
〇生徒の実態に応じて指導を行う体制づ
くりが必要である。
〇自他の個性を尊重し、相手の立場に
たって考え、行動できるようにすること
が重要である。

①教職員のいじめの認知に関する理解が
深まったか。
②学校内の複数の教職員で行うチーム支
援体制を確立することができたか。
③学校生活のアンケート結果を分析し、
総括することができたか。

①防止対策委員会でいじめの認知に関する理解が深まるように情
報共有を行った。
②生徒支援部と特別支援コーディネーターを中心にケース会議を
行い、個別の支援を行っている。
③いじめアンケート（年2回）、学校生活アンケート（年1回）を
行った。内容を共有し学校運営や学級運営に役立てるとともに、
丁寧に生徒対応している。

①多様な生徒に対応するための教育相談
体制を構築することができたか。
②包括的な生徒支援の取組を実践できた
か。

①学期初めの二者面談を実施し、生徒が相談しやすい環境を整え
ている。
①学校独自のスクールカウンセラーを活用し、職員からの情報を
軸に早期発見、早期対応して生徒のメンタルケアをしている。
②生徒を取り巻く環境を学級担任だけでなく、教科担当や部活動
顧問など様々な視点で共有し、生徒を包括的に支援している。
②スクールカウンセラーによる研修会（8月）を実施した。


